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「泊原発３号機のプルサーマル計画」にかかわる「やらせ」問題に対する緊急抗議打電のとりくみについて

　日頃のご健闘に敬意を表します。
　北電は、26日、泊原発３号機のプルサーマル計画に関する2008年10月の道主催のシンポジウムにおいて、関係部署の社員に対してシンポジウムに参加し、賛成の意見を促す「やらせ」メールを送信していたことを認めました。

このシンポジウムは、道と地元4町村が主催し後志管内岩内町で開催されたもので、道が翌年に計画受け入れの判断を下した根拠の一つになったとされています。メールでは、「プルサーマル計画を確実に進めるためにも、数多くの方々にご参加いただき推進意見を提出していただければと思っています」としています。
地元住民の意見を公平に聞くはずの場で、プルサーマル計画推進に向けた「世論誘導」が行われていたことは、道民・国民を冒涜するもので断じて容認できるものではありません。
　道平和フォーラムと「脱原発・クリーンエネルギー」市民の会は、9月1日の「脱原発社会の実現をもとめる署名」提出行動の際に、今回の「やらせ」問題に対する抗議とプルサーマル計画の撤回をもとめる「申し入れ」を行うこととします。

各単組・総支部においては、北電に対する抗議打電のとりくみを下記のとおり展開するよう要請いたします。

記

１．「泊原発３号機のプルサーマル計画」にかかわる「やらせ」問題に対する緊急打電行動

(1)　あて先

北海道電力株式会社　取締役社長　佐藤　佳孝　様

〒060－8677　札幌市中央区大通東１丁目２番地

ＦＡＸ（０１１）２１０－９５８６

　文　例

　　　地元住民の意見を公平に聞くはずの場で、プルサーマル計画推進に向けた「世論誘導」が行われていたことは、道民・国民を冒涜するもので断じて容認できず、強く抗議する。

　　　全容解明と「プルサーマル計画」の白紙撤回を求める。

(2）とりくみ期日　８月３１日（水）まで
	道本部自治体政策部　宛

ＦＡＸ：０１１－７００－２０５３


「泊原発３号機のプルサーマル計画」にかかわる「やらせ」問題に対する緊急抗議打電の取り組み報告

　　地方本部名　　　　　　　　　　　　単組・総支部名　　　　　　　　　　　　
	打電行動実施の有無
	


以　　上
